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眠後の学校教育て 最 も進んだ挟科の一つオ音英科であると言われています 私 たちオ学んた限市は コいよJと 'Fばれ

専ち先生の弾 (ビ ,ノ ,オ ルインに合わせて歌うだ すのものでした 戦 争″rnまり ヽ ホ ト ヽ ヘイ ロ ニ ト卒と 言 を増

くと同時に叫■ 「rD声崎取」″加えられた位のものでした つ まリ ス 鷺巾■市典の整“教奇を■けたという世にlⅢ ■ く

ありません

戦後 市 立図書館の一堂で 吉 野 茂 民の名解車によ4レ ヨー ド鑑jt今力( 毎週itt Dのク方Wか れ 芸 しい言英にtを

満たされたいしい思い出″あります ま た昭和 21年 頃 NHKの 第1 2枚 とをFr時に■っての 「ヤはXと J こよな タ

ランッタが航され 2台 のランオのまた■に寝ころんで略いたのも 検 しい■い出てす 浜 なでは 全 ⅢⅢキrlに 「L DJ

″設置され 千 依たちは渓 しいま質と映 ttとによる整夜キ習力ててき 正 に 席 ,ビのなわⅢ たします

ところで 最 近 「本れあい古茶全Jに 米てitH吉 オの夕いJ■こ率力さitます し かも そ の選拭マチーは 14く kて 水“

の席取 りをする大人と1ま !ヒベようしをい程繁は しいものなのです 親 力ち転しく■わFt月りに基準をか すない柱 ひ たす

ら☆に しては力にしているのではありません 」 架の世4に 淀 ,ど ってrし たでいるのです 斑 軒に旨栄来をど しとってヽ

る,件 たちのとに よ 暮 助さえ寛たます こ のじ聖うな予傑たちよ こ の前を 「すてきを,浜 松Jに し 「i央 の前lFr忙」こ

してくれるのだとはうとき 旨 栄宮崎 く以上の楽 しい夢を私に与えてくれるのです



四季の コンサー トに行 って

小学桜五年  市 ル1符 美 子

どのお変さκとⅢⅢさんカイ1咋の,シ■―卜Jと大っています どちち,よ 行け■いときにたす塑れてFiっても,えます

■カヤアったのは■のヨンサートで JH,■ 「nltさたのビ7″ てした そのとさまお4さんと,さ ました 全なに入って"ち

Ⅲlケカで流節 (Ⅲまりました ■‖ナビ7′ を町いて 'iカイ大=(■ った,小さ(■ったりして言″ち"う な。とLuぃました

Ⅲl山もひいてヽ るので私は 「よくⅢlまたちrtるな た くさん純ロセしているたたろうなuと にいしました ビ 7ク の市はと

てもよくひ,い ていい十ナしました 少 したけ人の|「しⅢi力(問こえたの(まな念てした ビ ,ノ をひ(小山央枠=さ んはうて

″イ縛(てもとても力五いま=Ⅲlしていたのでび,〈 りしました 私 1まビアクを■らつている ナれど小山要rFせ軌 とま,方(●

て ド子たわらもぅと親宵して ,■ こを,た いです

「ふれあいおんが くかいJに 寄せて

日 幡 美 恵 子

′松は 「A llりま,Jそ して 「i lFのまう」とヽ わ4 まヽしめて BF分 ヨンサートのます布えてさました ■ して こ の

「ヽ れあいおん力く 力 Jヽ「まrF末 のまちJに た方“すて廷■し を 実4ツ ″を純けています 私 が,人 の勧めてこの会に入

なしたの ま多分 今 力ちHlを前をったとはいます

初めてHイのlAを赳れて市民全hへ 大ったけ lR育三のあることをカリ 鷺 事ました 想 をねけようとしました才 離 1■

られなくて 怜 かに山くからJと 約束をしてコ!前にをきました て して 今 市本″始まろうとする,こをって ll″  「■

■さん ト イレに行ヽたい。と■い出したりです 力f●カリするやち 回 りの方々に中じよないや■でやっビけまた無理な

のうなと残合に思いました し 力し そ の娘も今はしっ力,と奇案を率しある中学|とになりました 私 `もちろオ じ っく

,とAし ませてもらっております

その後大今した い くつあの京拭と共にヨン'一 卜後に会■=し ながら 4Hの 前茉についてのどuを ‖り合うのも来じ

本の一つになっています そ の11でいつ3いてくるの力■ 前奏向本の策1■ちしき イ ンタビ=―の楽し  ヽヽ,全の変どのこ

とです 持 に 他 のコンサートでは ほ とんど聞くことのできない li奏索の話し″出けることによって そ の市i客夕を4

近に窓ヒ F隆 派くじⅢこ残ります と て`良い企四だと思います

r青率のまち浜松Jに ヽさわしいコンサート=■ rtからも開いていたてヽたいと も つともっと夕くの人に入合とお前め

したいと思います
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4月 20日(灼

10月22日0

年

周

春 小 林一男テノール リサイタル

夏 野島 稔 ピアタリサイタル      7月 14日的
日本を代表する世丼おサビア■ス トであり そ の探t、古奏ウ」せⅢⅢを驚「Iさせています。

☆特別 コンサー ト

桐朋学国大学ォーケス トラ演英全    9月 2日 内

糖揮 :エマニエル ク リビン リヨン管弦案凹指打者
ツリスト: 未 定

秋 漆 原朝子ヴィオ リンリサイタル

冬  田 宮 堅二 (ト ラ ンペ ント)と その付「阿 た ち  ‖ |さ 所 r卜 )
ベルリン ド イッ ォ 本ラ皆,こ10年布播したわみlJの トランベ ントのい一人■です
他にホルン ト ロクイーン ,_― 夕(牛によるアン'ン ブルどヽ米しみ(rrさぃ

―保育宣を御利用の会員機ヘー

係奇■Ⅲ■のスタッ7″ 代わりましたので 米 ■ FrょリドiじにⅢⅢじと`く をさ↓ち

053 ( 4 5 4 ) S e 5 0  戸 部

い前00分nl力ち驚 iまr 保 々車ⅢⅢのスタンフが｀“りします (l  Ⅲ 3 0 0ⅢⅢ

ヨンサー トの前Ⅲまでにお申し▲ネください



こんな私がスタッフです

戸 部 芳 子
―桐四学田オークストラ献深卸 善―

1986千 私のことです (■ はこの年のを力ち放送の係になったのrす )「 ',ゥ ンスの声が大き迪まるおよ う んを

に大さを声で■(て tⅢ ⅢのよJと 今長あらのアド末ィス 体 密時田にお知ちせを伝えた声ヵイス“に大さ力ったのです

私 ま「 ッ uと しました 私 カイアナウンスをしている時 舞 台そでにはオータストラの学生さん遼力̀大勢いてi ltそれおし

ヽべりに案していました ,,ウ ンスをしている自分のすが境き取lLないので大きな 大 きなンをとしていたのです マ イ

タセ近してほしていることを■っかけ忘れてしまつていたのです そ の声を崎かされた皆さん1ま 何 を大■で怒鳴っている

のだろうとJわ れたことでしょう 4す かしいことでした

一颯米ゆす子ウァイオリンリサイタルのを一

1000年 冬のことです 「 あ― も う一度 (ステーンに)と ようと思つたのに… Ⅲ 第  部 茶子技 甘 喜んの抽■才い

'範いていたので そ の拍,に 応えるべく 渡 辺さんと堀来喜ん″ステーシに南がおうとしてくだきった時 私 ″ rここで

15,前 のll設をいたffどますJと 無格をアナウンスをしてしまったのです 当 然のことな″ち者ヽんの指■は止んでしま

うし お を人の出身はくしいてしまうしで 波 辺喜んケ唖われるのは当たり前に とです せ っかく気持ちょくrBいてくだ

=っていたのにii要求の方  々そ して毎日ま栄全を雄り'アてくださっている全貫り付さんな当に,し よありませんでした

この他に,沢山の人敗=編 り返して来た■です″ こ れからユ1寅東京と踊衆カイ作りあけてくれる市茶全をコ掟しをいネ競の

スタンフ自培とそ源張,ますので 今 後も1ヒntal励のほどようしくお輛いします

連記 1今年のネから 私 は保育三の係に代わりました (前 向どを話し合いによるもの)

会 員 の 旨 棲 へ お 願 い

会員たよリ ヤ 縦のご寄稿をお持ちします 400■者原稿用や 枚内でお願いいたします

会R雲 壊 は 年度力̀変わつてもそのまま軽抗されます

週会希理の方は使所 氏 名 t臨  奈 R番 号ど御記入の上お1年曖の12月末日とに,務 局売退全の旨仰連絡下吾い

名程賢■の方も葉世に国な民と新会貫の住所 氏 名 電 荷 台 員奮■Ⅲ日全員の)をお書きの上事承見をお送り下さい


